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河
野
武
司
先
生
は
、
二
〇
二
四
年
三
月
末
日
を
も
っ
て
慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
を
定
年
退
職
さ
れ
る
。

　

先
生
は
、
一
九
七
七
年
四
月
に
慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
政
治
学
科
に
入
学
後
、
八
一
年
三
月
に
同
卒
業
、
八
一
年
四
月
に
慶
應
義

塾
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
修
士
課
程
に
入
学
、
八
三
年
三
月
に
同
修
了
後
、
八
三
年
に
同
博
士
課
程
に
入
学
、
八
六
年
三
月
に
同

課
程
を
単
位
取
得
満
期
退
学
さ
れ
た
。
博
士
課
程
在
学
中
の
一
九
八
四
年
四
月
に
は
、
杏
林
大
学
社
会
科
学
部
に
助
手
と
し
て
奉
職

さ
れ
、
早
く
か
ら
大
学
教
員
と
し
て
教
壇
に
立
た
れ
た
。
一
九
八
八
年
四
月
に
同
専
任
講
師
、
九
二
年
四
月
に
同
助
教
授
、
二
〇
〇

〇
年
四
月
に
同
教
授
に
昇
任
後
、
二
〇
〇
四
年
四
月
に
慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
教
授
に
着
任
さ
れ
た
。
本
塾
で
は
二
〇
年
の
長
き
に

渡
り
法
学
部
・
法
学
研
究
科
そ
し
て
慶
應
義
塾
の
発
展
に
ご
貢
献
い
た
だ
い
た
。

　

法
学
部
政
治
学
科
で
は
、
ご
専
門
で
あ
る
「
現
代
政
治
理
論
」
を
中
心
に
、「
政
治
学
基
礎
」
や
「
政
治
理
論
基
礎
」
な
ど
の
必

修
科
目
を
長
年
担
当
さ
れ
、
多
く
の
学
生
た
ち
が
河
野
先
生
の
基
礎
科
目
で
政
治
学
の
基
礎
を
学
ん
だ
。
そ
の
他
に
も
、
法
学
部
で

は
「
演
習
」、
通
信
教
育
部
で
は
「
政
治
学
」、「
政
治
理
論
」、「
政
治
過
程
論
」
な
ど
数
多
く
の
政
治
学
の
授
業
を
開
講
さ
れ
て
お

り
、
通
学
課
程
・
通
信
課
程
を
問
わ
ず
、
学
生
の
教
育
に
熱
心
に
取
り
組
ん
で
こ
ら
れ
た
。

　

ま
た
、
義
塾
の
学
内
行
政
へ
の
貢
献
も
大
で
あ
っ
た
。
着
任
後
間
も
な
い
二
〇
〇
五
年
一
〇
月
か
ら
〇
七
年
九
月
ま
で
慶
應
義
塾

大
学
通
信
教
育
学
生
部
副
部
長
、
〇
七
年
一
〇
月
か
ら
〇
九
年
九
月
、
一
一
年
一
〇
月
か
ら
一
五
年
九
月
ま
で
同
通
信
教
育
部
副
部

長
を
お
務
め
に
な
り
、
通
信
教
育
部
の
運
営
に
深
く
携
わ
ら
れ
た
。
ま
た
、
二
〇
一
五
年
一
〇
月
か
ら
一
六
年
三
月
ま
で
慶
應
義
塾
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大
学
教
職
課
程
セ
ン
タ
ー
副
所
長
、
一
六
年
四
月
か
ら
二
〇
年
九
月
ま
で
同
所
長
を
お
務
め
に
な
る
な
ど
、
学
部
の
枠
を
超
え
て
義

塾
全
体
の
発
展
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
た
。

　

研
究
面
で
は
、
河
野
先
生
は
、
法
学
部
長
も
務
め
ら
れ
た
故
堀
江
湛
名
誉
教
授
の
下
で
学
ば
れ
、
投
票
行
動
や
選
挙
制
度
、
さ
ら

に
は
政
治
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
中
心
と
し
た
実
証
政
治
理
論
を
研
究
・
教
育
さ
れ
て
き
た
。
著
書
は
共
著
と
し
て
、

『
情
報
と
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
』（
学
陽
書
房
、
一
九
八
三
年
）、『
危
機
と
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
』（
学
陽
書
房
、
一
九
八
五
年
）、『
世
界
の
政
治
シ

ス
テ
ム
』（
芦
書
房
、
一
九
八
七
年
）、『
政
策
決
定
の
理
論
』（
東
海
大
学
出
版
会
、
一
九
九
〇
年
）、『
政
治
過
程
の
計
量
分
析
』（
芦
書

房
、
一
九
九
一
年
）、『
国
家
の
解
剖
学
』（
日
本
評
論
社
、
一
九
九
四
年
）、『
選
挙
と
投
票
行
動
の
理
論
』（
東
海
大
学
出
版
会
、
一
九
九

七
年
）、『
選
挙
制
度
と
政
党
』（
信
山
社
、
二
〇
〇
三
年
）、『
日
本
に
お
け
る
有
権
者
意
識
の
動
態
』（
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇

五
年
）、『
慶
應
の
政
治
学　

政
治
・
社
会
』（
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
八
年
）、Building D

em
ocracies: U

kraine and 

Japan

（Phoenix, 2016

）、『
公
共
選
択
論
』（
勁
草
書
房
、
二
〇
二
二
年
）
な
ど
、
共
編
著
と
し
て
『
九
〇
年
代
初
頭
の
政
治
潮
流
と

選
挙
』（
評
論
社
、
一
九
九
八
年
）、『
利
益
誘
導
政
治
』（
芦
書
房
、
二
〇
〇
四
年
）、『
政
治
改
革
と
シ
ヴ
ィ
ル
・
ソ
サ
イ
エ
テ
ィ
』（
慶

應
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
六
年
）、『
ニ
ュ
ー
ス
報
道
と
市
民
の
対
外
意
識
』（
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
八
年
）
を
著
さ
れ
、

多
彩
な
テ
ー
マ
に
つ
い
て
研
究
業
績
を
出
さ
れ
て
き
た
。
政
治
理
論
部
門
の
同
僚
で
あ
る
築
山
宏
樹
先
生
に
よ
れ
ば
、
と
り
わ
け
新

聞
や
テ
レ
ビ
の
報
道
内
容
を
定
量
化
し
、
そ
の
効
果
を
分
析
す
る
こ
と
を
試
み
た
河
野
先
生
の
実
証
的
な
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
研
究
は
、

現
在
で
も
当
該
分
野
で
頻
繁
に
引
用
・
参
照
さ
れ
る
必
読
文
献
と
な
っ
て
い
る
。

　

学
会
活
動
で
は
、
日
本
選
挙
学
会
で
一
九
九
六
年
五
月
か
ら
二
〇
〇
四
年
五
月
ま
で
八
年
間
事
務
局
長
と
し
て
事
務
を
ま
と
め
ら

れ
た
後
、
二
〇
一
七
年
五
月
か
ら
二
〇
一
九
年
五
月
に
は
同
理
事
長
を
お
務
め
に
な
ら
れ
た
。
そ
の
他
の
学
会
で
も
、
日
本
政
治
学

会
の
常
任
理
事
、
公
共
選
択
学
会
の
理
事
な
ど
の
要
職
に
就
き
、
学
界
へ
の
貢
献
も
大
き
い
も
の
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
二
〇
一
四
年

一
〇
月
か
ら
現
在
ま
で
、
日
本
学
術
会
議
連
携
会
員
も
務
め
ら
れ
て
い
る
。
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最
後
に
、
個
人
的
な
こ
と
を
申
し
上
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
、
私
は
Ｃ
Ｏ
Ｅ
お
よ
び
Ｇ
Ｃ
Ｏ
Ｅ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
河
野
先
生
と
ご

一
緒
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
セ
ン
タ
ー
の
運
営
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
企
画
に
際
し
て
本
当
に
い
ろ
い
ろ
ご
指
導
い
た
だ
い
た
。
し
か
も

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
分
野
を
超
え
て
の
学
術
的
対
話
が
実
現
し
、
先
生
の
ご
研
究
に
つ
い
て
も
多
く
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
こ
れ

は
私
に
と
っ
て
か
け
が
え
の
な
い
宝
物
と
な
っ
て
い
る
。
改
め
て
感
謝
を
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
ご
退
職
後
も
引
き
続
き
ご
教
示

い
た
だ
け
れ
ば
と
願
っ
て
い
る
。

　

長
年
に
わ
た
る
先
生
の
法
学
部
お
よ
び
義
塾
へ
の
ご
貢
献
に
敬
意
と
感
謝
を
表
す
る
と
と
も
に
、
ま
す
ま
す
の
ご
健
勝
と
ご
活
躍

を
心
か
ら
祈
念
し
、
本
号
を
進
呈
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　

二
〇
二
四
年
二
月

 

法
学
部
長　

堤
林
　

剣　
　


